
 

 

 

 

証明の方針を立てること。例えば、結論を

導くために必要な事柄を結論から逆向きに

考えたり、仮定や仮定から導かれる事柄を

明らかにしたりする。その上で、それらを

結びつけるには、あと何がいえればよいか

と探ること。このような活動は、いつもその順に進むわ

けでなく、試行錯誤をしながら方針は次第に明確になっていく

ものである。 

 

 

 

 

 

 

 

   ある事柄について証明した後に、本時のように条件を変えて発展的

に考え、考察することが大切である。その際、条件を変える前と変えた

後の２つの図を観察しながら、２つの図において変わる部分と変わら

ない部分を明らかにするとともに、どちらの図においても成り立つ条

件や成り立たない条件について確認する活動を取り入れ、見通しをも

って証明できるようにする。さらに、条件の違いに着目して考察するこ

とを通して、条件を変えたことによって、もとの証明のどこを変えなく

てはならないのかとういうことや、その他の部分は変えなくてよいこ

とを確認できるようにすることが求められる。 

証明の指導において大切にしたい指導 

② 
発行 

令和５年３月 
 

中部教育事務所 

算数科・数学科 授業づくり講座         

                                                            いの町立伊野中学校 
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◇本単元で育成を目指す資質・能力  B 図形 （２） 図形の合同 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

（ア）平面図形の合同の意味及び三角形の合同条

件について理解すること 

（イ）証明の必要性と意味及びその方法について理

解すること 

 

（ア）三角形の合同条件などを基にして三角形や平

行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめ

たり、証明を読んで新たな性質を見いだした

りすること 

（イ）三角形や平行四辺形の基本的な性質などを具

体的な場面で活用すること 

〇図形の合同について、数学的活動の楽しさや数

学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活

や学習に生かそうとする態度、 

問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう

とする態度  

 

① 

証明の指導において大切にしたい指導 証明の学習の初期の段階に生徒が出合う問題を例にすると… 

（学習指導案より抜粋） 

これまでの生徒の実態 

〇証明を読むことや、論理的に説明することに課題が見られた。 

→その要因として、 

・角や直線、それらの位置関係などを数学的に表現すること 

・結論をいうために着目する図形を捉えること 

に課題があると考えられる。 

これらのことにより、 

前学年までの学習内容が十分に定着しないまま、本領域の学習へ入り、 

・証明を読みながら図形の辺や角に着目したり対応を考えたりすることが 

苦手であること 

・証明の必要性を感じられず、面倒だと捉える生徒がいること 

が考えられる。 

 

・「∠〇＝∠●というのは図において、この角と 

この角のことである」と図を指し示して捉え 

させるなど、図と式を関連付けながら、図形 

のどこに着目すればよいかを明らかにし 

て辺や角の関係を表現できるようにする。 

・身近な具体物を基に図形の性質を考えさせた 

り、「この条件のとき、いつでもいえるのか」 

ということを繰り返し問いかけたりして、証明 

のよさを感じられるようにする。 

★図形領域のはじめから、証明の方針（見通し） 

を立てる場面を大切にする。 

⇒数学的な推論を行う前に、命題の「仮定」と 

「結論」をはっきりさせる。 

  常に成り立つことが認められている事柄 

を証明の根拠にして、「仮定」から「結論」を 

導くことを指導する。 

  ・見いだした事柄を証明した後には、証明を 

読むことで新たな性質を見いださせたり、 

条件を変えて統合的・発展的に考察させたり 

する。 

単元末で目指す生徒の姿 

◇図形の性質を見いだし、その性質を演繹的に確 

かめ、数学的に表現することができる。 

◇図形の証明を読んで、新たな性質を見いだすこ 

とができる。 

◇条件を変えて事柄を考察し、新たな性質や共通 

する性質を見いだすなど統合的・発展的に考察 

することができる。 

伊野中学校の指導の工夫 

２つの三角形が合同であることをいえれば対応す

る辺が等しいことがいえそうだね。 

仮定は…。 
結論は…。 

結論をいうために必要なことは…。 

○証明の方針を立てた上で証明を書くことを

生徒に経験させることで、次に同じような

問題場面に出合ったときに 

主体的に取り組むことができる 

ようになる。証明の方針を立て 

ることを大切にしたい。 

○証明の方針と書いた証明を関連させたり、

条件を変えた場合に変わることと変わらな

いことに着目させたりすることを、単元の

指導の重点に加えておきたい。 

○単元の終末で目指す生徒の姿の実現に

向け、単元計画を改めて見直していき

たい。 

○証明の方針を立てることについて 

教科全体で取り組むことができた。 

今後さらに、方針を基に証明を書 

くための手立てを生かして、生徒 

自身が証明できるようにしていきた

い。また、生徒ができたと実感できる

ような授業づくりを行っていきたい。 
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             にご指導いただきました 
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証明の指導において大切にしたい指導 

（当日の板書より） 

 

証明の方針を立てる際には、同じ長さの辺

や、同じ大きさの角に、印や記号を付けるこ

とで、図形の性質や関係を直観的に捉えるこ

とができるようにすることが大切である。ま

た、証明に用いる三角形の合同条件等は、知

識として定着させておくことも大切である。 

方針に基づいてかく 

 

何をどこに補えばいいのか、どのような

順番で整理すると分かりやすいのかと

いった観点から、よりよいものにしていく 

 

① 

『証明の方針を立てること』 

『方針を基に証明を書くこと』 

『条件を変えて発展的に考え、考察すること』 


